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１．日本の年度について 

日本の「年度（ねんど）」は、暦年（1月〜12月）ではなく、4月1日から翌年3月31日

までを1年度とします。たとえば、2014年度（平成26年度）は2014年4月1日〜2015年

3月31日、2025年度（令和7年度）は2025年4月1日〜2026年3月31日となります。本文

書の捕獲数はすべて日本の年度区分に基づいています。 

日本では、西暦（グレゴリオ暦）と元号（げんごう）という2つの年号が併用されてい

ます。現在の元号は令和（れいわ）で、2019年5月1日に始まりました。前の元号は平

成（へいせい）で、1989年〜2019年に使用されていました。公式文書ではどちらの表

記も使用されます。 

２．背景 

佐賀県の県庁所在地である佐賀市は、少なくとも2014年度（平成26年度）からカゴ罠

を用いたカラスの捕獲・処分プログラムを実施してきました。このプログラムは、佐

賀県猟友会佐賀支部（以下「猟友会」）への年間委託契約により運営されており、佐

賀市環境政策課が管轄しています。 

本プログラムは、鳥獣保護管理法（平成14年法律第88号）第9条に基づく有害鳥獣捕獲

許可のもとで実施されており、第13次佐賀県鳥獣保護管理事業計画（令和4〜9年度）

を上位の政策・法的枠組みとしています。 

捕獲籠の設置場所は佐賀市内および隣接地域に分散しており、2025年度には旧若楠会

館（市村記念体育館付近）、JAカントリーエレベーター（本庄カントリー・北川副カ

ントリー）などが含まれます。本プログラムの対象区域は佐賀市・神埼市・吉野ヶ里

町です。 

３．年度別捕獲数：2014〜2020年度 

出典区分：書面による連絡（個人的なコミュニケーション — 第三者による検証不可） 

2014〜2020年度の委託契約書・請求書・捕獲実績記録の原本は、本情報公開請求（第

4節参照）に先立ち、標準的な文書保存期間の満了に伴い廃棄されました。以下の年間

合計数は、フォローアップ照会に対する回答として、佐賀市環境政策課より2026年4月

10日（16時43分）付の書面にて提供されたものです。原本書類が現存しないため、こ

れらの数値は第三者による独立した検証ができません。 

2014〜2020年度については、ハシブトガラス（Corvus macrorhynchos）とハシボソガ

ラス（Corvus corone）の種別内訳は提供されておらず、年間合計数のみが記録されて

います。 



年度

（FY） 

和暦 捕殺数

（羽） 

出典 

FY2014 平成26年度 541 書面による連絡、佐賀市環境政

策課、2026年4月10日。原本廃

棄済み。 

FY2015 平成27年度 911 書面による連絡、佐賀市環境政

策課、2026年4月10日。原本廃

棄済み。 

FY2016 平成28年度 757 書面による連絡、佐賀市環境政

策課、2026年4月10日。原本廃

棄済み。 

FY2017 平成29年度 829 書面による連絡、佐賀市環境政

策課、2026年4月10日。原本廃

棄済み。 

FY2018 平成30年度 1,288 書面による連絡、佐賀市環境政

策課、2026年4月10日。原本廃

棄済み。 

FY2019 平成31/令和元年度 1,513 書面による連絡、佐賀市環境政

策課、2026年4月10日。原本廃

棄済み。 

FY2020 令和2年度 1,479 書面による連絡、佐賀市環境政

策課、2026年4月10日。原本廃

棄済み。 

小計（2014〜2020年度） 7,318羽  

＊ 2019年度（平成31/令和元年度）は2つの元号にまたがります。2019年4月1日〜4月30日が平成31年度、2019年5

月1日〜2020年3月31日が令和元年度となります。 

 

４．年度別捕獲数：2021〜2025年度 

出典区分：情報公開文書 — 一次資料（検証可能） 

2021〜2025年度の数値は、佐賀市情報公開条例（条例第14号）第10条に基づく公文書

公開請求に対し、佐賀市環境政策課より2026年4月2日に開示された捕獲処分実績表

（公式文書）から引用しています。原本は付録Aとして全文掲載しています。 

2021〜2025年度については、ハシブトガラス（Corvus macrorhynchos）とハシボソガ

ラス（Corvus corone）の種別内訳が確認できます。5年間すべての年度において、ミ

ヤマガラス（Corvus frugilegus）の捕獲数は公式記録上ゼロ（0）となっています。 

 



年度 和暦 合計 ハシ

ブト 

ハシ

ボソ 

ミヤマガラス 

FY2021 令和3年度 949 71 878 0（公式記録上ゼロ） 

FY2022 令和4年度 923 117 806 0（公式記録上ゼロ） 

FY2023 令和5年度 1,357 295 1,062 0（公式記録上ゼロ） 

FY2024 令和6年度 1,587 406 1,181 0（公式記録上ゼロ） 

FY2025 令和7年度 1,775 350 1,425 0（公式記録上ゼロ） 

小計（2021〜2025年度） 6,591 1,239 5,352  

 

５．合計：2014〜2025年度 

2014〜2020年度（書面による連

絡） 
7,318羽  

2021〜2025年度（情報公開文書 

— 検証可能） 
6,591羽  

合計（2014〜2025年

度） 

13,909

羽 
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注：2014〜2020年度の年間捕獲数は、フォローアップ照会に対する回答として、佐賀

市環境政策課より2026年4月10日（16時43分）付の書面にて提供されました。当該期

間の原本記録は、標準的な文書保存期間の満了に伴い、公文書公開請求に先立って廃

棄されており、読者による独立した検証はできません。APA第7版のガイドラインに従

い、読者が検索できないコミュニケーションは本文中にのみ個人的なコミュニケーシ

ョンとして引用し、文献リストには掲載しません：（佐賀市環境政策課, 書面による連

絡, 2026年4月10日）. 
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